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コロナ禍で見えてきた「あるべき」世界
― 暮らし・関係・地域・社会を見つめ直す ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020/9/12・高知

１．はじめに
　　　― 現代社会とさまざまな脆弱性

２．中央集権的政治がもたらす脆弱性について
　　　― 危機対応は地方分権、地域主権でなければ効果的な対応ができないという原則
　　　― 中央の役割は、地方、地域が適切な判断をするために必要な情報と財源の提供
　　　― 中央集権的な危機対応は、対応の遅れや、効果のない対応を生みだす

３．現代社会とファシズム的基盤
　　　― ナチズムを振り返ってみると
　　　　…上からの統制社会、下からの統制社会、そのふたつが重なり合って全体主義的社会

が生まれていった
　　　　…怪しげな「専門家」たちと権力による統制
　　　　…統制をあおるメディアの存在
　　　― コロナの感染拡大のなかで
　　　　…コロナウイルスの正体、性格などがわからないにもかかわらず、国のスポークスマ

ンのようになって怪しげな情報を流す「専門家」たち
　　　　…国家による権威づけ、科学の名でおこなわれる権威づけ
　　　　…「正義」の扇動屋と化したマスコミ
　　　　…怯えと下からの統制社会
　　　― いつでもファシズムに転じることのできる社会

４．これからの労働の変化について
　　　― テレワークが可能な労働とテレワークが不可能な労働の分断、格差の固定化
　　　― テレワークが可能な労働のふたつの領域
　　　　…請負労働的な性格が強かった領域…たとえばソフト開発、トレーダー
　　　　…事務作業を求められていた領域…この分野はテレワーク化がすすめば、次には請負

派遣のような契約がすすみ、新しい非正規雇用のかたちが生まれていく
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　　　― オフィス労働におけるテレワークが不可能な領域
　　　　…議論、コミュニケーション、協働などが必要な領域、たとえば新しい企画作りなど
　　　― こうして、少数の「エリート労働」と多数の「縁辺労働」への分裂がますます促進

されていく

５．結びつきを失った暮らしについて
　　　― 「ステイホーム」、「自粛」によって生じた関係の分断
　　　― 個人のなかに閉じこもる社会

６．現代社会の弱さを克服するために
　　　― 感染防止も経済も私たちの課題ではないという視点・・課題はともに暮らす社会の

維持
　　　― 政治権力のあり方を再創造する
　　　― 近代社会・フランス革命以来の問題点を検証する
　　　― 地域、地方が全権をもつ社会を構想する

７．開かれた社会システムを創造するために
　　　― 結集と拡散がつくりだす社会
　　　― 結集の場を失った現実のなかで
　　　― 感染症時代の結集のかたちをみつけだす
　　　― 開かれた医療、開かれた高齢者施設、障害者施設のかたちをみつけだす
　　　― プロ、セミプロ、アマチュアによる協同をどうつくるか

８．資本主義か新しい協働か
　　　― ともに暮らすことのできる労働体系を創造するために

９．まとめに代えて
　　　― 対立する国際関係のなかで、ファシズム的な統制社会と対決する
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コロナ禍で見えてきた「あるべき」世界
― 暮らし・関係・地域・社会を見つめ直す ―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020（令和2）年９月12日㈯　13時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三翠園

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哲学者　内　山　　節　氏

（司会）
　皆さん、こんにちは。ただいまから高知県自治
研究センター主催の内山節先生をお招きしてのセ
ミナーを始めていきたいと思います。私は本日の
司会を務めさせていただきます高知県自治研究セ
ンターの山崎と申します。よろしくお願いいたし
ます。
　さて、本日のセミナーですが、新型コロナウイ
ルス感染防止対策ということで、皆さま方のお席
を少し離れた感じで配置させていただいておりま
すし、そこにカメラがありますが、当センターの
セミナーとしては初めてインターネットを使った
ライブ配信を行っているところです。会場の皆さ
まに事前にご了承いただきたいのが、配信をして
ますので、場合によって会場の中を映すという場
合があるかもしれませんので、その点については
ご了承いただきたいと思います。
　さて、その新型コロナウイルスですが、皆さん
ご承知のとおり瞬く間に世界中に広がって、国内
においても非常事態宣言が出されるといったよう

な状態、さらにいまだに収束の見通しも立たない、
先が見通せないというような状況の中で、これま
での暮らしや生活、社会のあり方、さらには思考
であるとか価値観、そういったものを変えざるを
得ない、そういった状況にあるのではないかとい
うふうに思っております。
　本日は、標題にもありますようにこれまでの社
会、そういったものを見つめ直して、アフターコ
ロナ・ウイズコロナなどさまざまな言われ方をし
ていますが、これからの暮らし、社会、そういっ
たものがどうあるべきかということについて、哲
学者の視点で内山先生からお話をいただくことと
なっております。ぜひそういったことを考え合え
る、考えるためのヒントを得られるような、そう
いったセミナーにしていきたいと考えております
ので、最後までお付き合いのほうよろしくお願い
します。
　それでは早速ですが、講演へ入っていきたいと
思います。内山先生、よろしくお願いします。
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（内山氏）

　ご紹介いただきました内山です。高知県には１
年に一遍ぐらい、この何年か来ておりますので、
顔見知りになった方も何人もいらっしゃいますけ
れども、今日もよろしくお願いします。
　私は普段ですと、東京と群馬県の上野村という
山奥の村に、両方に家がありますので、大体１年
間のうち東京に３分の１ぐらいいて、上野村に３
分の１ぐらいいて、あといろんな形で全国をほっ
つき歩いてるというか、居所不明みたいなときが
３分の１ぐらいあって、大体それで１年間過ごし
ているというのをずっと続けてきたんですけど、
今年は２月の下旬ぐらいから地方に行くことがな
くなってしまって、個人的に行ったというのはあ
ることはあるんですけれども、こういう集まって
の講演会もほんとに久し振りという感じです。９
月になって少し始まったんですけれども、３日ぐ
らい前に長野県で講演会をやりまして、それが計
算してみたら７カ月振りでした。ですから、それ
以外は行われてもほとんどズームを使った講演会
とか、そんな感じになっていて、ほんとに今そん
な時代だなという感じです。
　これは個人的なことですけれども、上野村の家
が100年ぐらい経ってる古い家ですので去年ちょ
っと思い切って直しておこうかなと思ってお願い
をしましたら、予想外に延びまして、１年半経っ
ていて、そろそろ終わりそうな感じのところまで
来てるんですけれども、まだ終わってないんです
ね。そのために上野村の家に自分が泊まることが
できなくなってしまって、そういう意味でこの間
圧倒的に東京にいるという、そういう生活をせざ
るを得なくなりました。
　ただ、僕自身は、このコロナについては不安と
いうよりも大分怒っています。それは日本の社会
というのは、何かあったときにこんな対応をする
のかという、そのことに対して大分怒っています。
もちろん政府の対応のまずさとかそういうことに
も怒っておりますけれども、それだけではなくて、
今の極めて統制色の強い社会のあり方といいます
か、これほんとにこれでいいんですかというそう
いう気がします。この社会こんなに弱かったのか
っていう感じがします。

ウイルスとは

　コロナウイルスについては、僕は医学の専門で
はありませんので、自分で何か研究してるという
ことではありませんけれども、ただ、コロナウイ
ルスという RN 系のウイルスというのは非常に変
異しやすいという特徴がありますので、恐らく世
界には何種類どころか、場合によったら何百種類
ぐらいのコロナウイルスが展開してるということ
だろうという気がします。
　日本の中で展開しているコロナウイルスもまた
１種類ではなくて、人によっては東京型とか何か
言ってますけれども、多分いろんなタイプがあり
ます。それはある意味では当たり前といえば当た
り前で、ウイルスというのは生物学上は生物では
ないわけで、これ勝手に人間がそう言ってるだけ
ですから、別にウイルスが生物だって構わないん
ですけども、生物学上は生物ではないということ
です。
　じゃあなぜ生物じゃないかというと、生物とい
うのは自己増殖機能がある。だから、子どもを産
むとか卵を産むとか、あるいは種をつけるとか、
胞子を飛ばしてもいいですけども、あるいは細胞
分裂でもいいんですけど、自分自身で子孫を残す
ことができる。それを生物というというふうに人
間のほうは決めているということですね。そうす
ると、ウイルスは自分では増殖能力はありません
ので生物ではないということになって、それでウ
イルスは、このコロナに関していえば猫とか犬に
も感染するらしいですけれども、多くの場合には
人間の細胞の中に入って、そのことによって生き
ることもできるし増殖することもできます。だか
ら、自分だけでは生きていけない、そういうもの
がウイルスであるということです。
　ですから、ウイルスというのは変異をしなが
ら宿主と共存する方向に行くというのが普通で
す。一般的な法則としては、共存するためにはど
うしたらいいかというと、宿主を殺しちゃったら
自分も生きることができなくなってしまいますか
ら、感染力を強めながら毒性を弱めていくという
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方向で変異するというのが普通なんですね。それ
に失敗したウイルスというのは、結局宿主を殺し
てしまうものだから自分も生きることができなく
なって、それで気がついたらいつの間にか消えて
いたというそういう感じです。だから最近でいう
と、SARS というウイルスが出てきたときに、あ
のときにも「日本に入ってきたらどうしよう」な
んて話になったんですけども、何だか分かんない
けど地球上から消えてしまったという、そんな感
じです。
　もちろん消えたといってもどっかでは生きてる
かもしれません。もう一度感染力を強めて毒性を
弱めて、新型 SARS みたいな感じで登場してく
るっていうことはあり得ないわけではないんで
すけども、一般的にはそうなっていますが、た
だ、変異する過程で逆に行っちゃう場合もありま
す。つまり毒性を強めて、そして感染力を落とし
てというそういう可能性もあるので、その場合に
はみんなが感染するということはないんだけれど
も、感染した人はひどい目に遭うという格好にな
るんですけれども、そういうものが一時的に発生
しないという保証はないです。だからそういう意
味で警戒は必要ということにはなるんですけれど
も、一般論でいうと先ほど言ったように、ウイル
スというのは自分で生きることができないがゆえ
に、宿主と共存する方向で変異する。彼らが生き
残るためにやれることというのはたった１つしか
なくて、自分自身を変えることなんですね。だか
ら、生きていけるように自分自身を変えるという、
だからウイルスというのは変異しやすいというこ
とです。
　そういうので見ていきますと、現在日本で広が
っているウイルスについて言うと、僕自身はそん
なに心配する必要はないと思っていて、一応今も
ポケットの中にマスクは入っておりまして、ここ
はマスクしないとまずいらしいっていうと、マス
クを取り出したりやっておりますけれども、ただ、
そんなに心配することはないでしょうという気は
しています。
　ちなみに、インフルエンザで１年間に日本で亡
くなってる人というのは、統計的には1,000人ぐ
らいの年から多かったとして7,000人ぐらい、平

均して3,000人ぐらいが毎年インフルエンザで亡
くなっています。ただ、インフルエンザで亡くな
りましても、病院が死亡診断書に死因はインフル
エンザと書くことはあんまりないんですね。です
から、最終的な結果である肺炎だとか心筋梗塞だ
とか、死因はそっちになっちゃう可能性がありま
す。ですからインフルエンザが実際には引き金に
なって亡くなってる人というのはもっと多いと思
われていて、大体推定で毎年１万人ぐらいがイン
フルエンザで亡くなってるんじゃないかと思われ
ています。
　それに対して、今コロナで亡くなってる人が
1,500人弱ぐらいです。ただ、コロナについては
統計の取り方が逆になっていまして、陽性反応が
出た人が亡くなると全員コロナの死者になっちゃ
うんですね。そうすると、確かにコロナにはかか
っているんだけども、本当は前から心臓が弱いと
か、あるいは肝硬変を持っているとか重い糖尿病
であるとか、そういうことで本当の死因がコロナ
なのか他の病気なのか、分からないというケース
が実はたくさんあります。
　ただ、統計の取り方で、もし陽性が出たらみん
なコロナの診断です。だから1,350人ぐらいコロ
ナで亡くなっていますけれども、恐らく本当のと
ころはその半分以下だろうというふうに考えられ
ます。別に1,000人ならいいとかいうわけではあ
りませんけれども、それなりの用心をしたり注意
を払ったり、あるいは他の人々に対して配慮をし
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たりとか、それは僕も大事だとは思っていますけ
れども、何でこんなにパニック的に騒いでるのか
というのは、ほんとにちょっと変だなという感じ
がしています。
　ただ、ヨーロッパで流行った型とか、今アメリ
カで流行ってる型とか、あるいは今インドで流行
ってるタイプとか、そういうのについて言えば、
恐らく日本のウイルスとはちょっと違うんでしょ
うけれども、だから、そのウイルスの性質を見な
がら、どんなふうにしていったらいいのかなって
いうのを見ていかないと、ほんとはいけないんだ
ろうという気がします。
　今経済か感染防止かと、テレビつければそんな
こと言ってますけれども、僕から見ていくと、ち
ょっと誤解されやすいような言い方ですけれども、
どちらも我々の課題ではないという気がします。
なぜかというと、感染症というのは感染防止とい
うのは原則的にはできないんですね。つまりどん
な方法を使っても広がるときには広がってしまう。
ゆっくり広がるか急速に広がるかの違いと言って
もいいです。
　世界の中ではスウェーデンが感染防止、実はあ
そこの国、結構やってるんですけども、ただ、街
中の規制をしない。だから、やっぱり大きな人数
で集まるのを規制したりとか、あと高齢者施設的
なところに一般の人が立ち入るのを禁止したりと

か、いろんなことをやってはいるんですけども、
日常生活としてはマスクをつけなさいとか、そう
いうことを全くしてない。そういうことなのでス
ウェーデンというのは集団免疫ができるのを待つ
という政策だと一般的に言われてるんですけど、
スウェーデン政府自体の発表は、私たちは集団免
疫を目指しているわけではないと、どのようなこ
とをしても結果は同じなんだと言ってます。

コロナとのつきあい方
～抑え込みではなく共存

　だから、もしロックダウンなんか厳格にできれ
ば、もう全員が閉じこもっちゃうわけですから確
かに感染は止まる。だけどロックダウンを10年間
続けることはできないので、ひと月も経てば当然
ながらまた人々が動き出す。そしたらまた感染が
広がる。つまり感染症というのはそういう性格の
ものなので、ただあまりにも急速に爆発的に感染
が拡大してるときには、やはりロックダウンする
かどうかは別として、そういうような規制を加え
て感染スピードを遅らせないと病院とかがパンク
しちゃいます。ですからその調整をするためにど
うしたらいいかということはあるんだけれども、
何かコロナとの戦争とかコロナが収束したらとか、
盛んに言う人たちがいるけれど、そんなことない
ですよと。つまりはっきり言ってしまうと収束し
ませんという、そういう性格のものです。だから
コロナ菌のほうも私たちと共存する方向で間違い
なく変異すると思いますので、私たちのほうも共
存できる方向で自分たちのあり方を変異させると
いうことしか本来は手がないと思います。
　実際にもう今世界では、このコロナについてお
そらく何千本ぐらいの論文が発表されていて、そ
ういう中で例えばロックダウンに効果があったの
かどうかというのも、もうはっきり言ってしまう
と分からないっていう感じなんですね。確かに爆
発的感染を抑えていくのに、人間と人間が接触し
なければ抑えられるだろうということは言えるん
ですけども、しかし実際にはロックダウンした
国々というのはその後感染者が増え続けて、２カ
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月ぐらい経ってようやく減少というそんな感じで
すし、今度ロックダウン解除してしまうと、今の
フランスなんかもそうですけども大体１日に10万
人ぐらい感染者が出ています。だから、その点で
いうとスウェーデンが言ったように、いや、どう
いう方法をとったって同じなんですという、むし
ろそっちに近いっていいますか。
　ですから、これを人為的にうまくやっていこう
ということになると２つしか方法がないわけです。
１つはやはり爆発的な感染は防いで、それで共存
できるような生活の仕方というのを考えていくと
いう方法です。それからもう一つは今期待されて
いるワクチンです。ワクチンができれば、ワクチ
ンというのは疑似的に感染したような状態にする
わけですから、有効なはずということですね。
　ただ、ワクチン開発というのは非常に難しくて、
今までワクチンができて感染症が終了したのは天
然痘しかないですね。SARS、MERS についても
また出てくる可能性あるし、MERS のほうはま
だ中東では若干出ています。ですから、ワクチン
開発はやってるんですけども未だに成功しないで
いるんですね。効果のあるワクチンで安全性の高
いワクチンの開発というのは実に大変です。だか
らワクチンの歴史というのは常識的にいうと、つ
くっては失敗し、つくっては失敗しを繰り返しな
がらようやくという、100万人にワクチン打って
１人２人が重症になったりしてもやっぱりこれ使
うわけにいきません。だからワクチンというのは
性格上100万人に打ったら少なくとも100万人が安
全であるという、そういうものでなければ打てま
せんし、そしてまた効果がなければいけないしと。
副作用が出てこないようなワクチンをつくってい
くと、効果のないワクチンになってしまって、こ
れ全然効きませんというそういう話が出てきちゃ
ったり、逆に効果のあるようなものをつくると副
作用が出てきちゃったり、そういうんでもう失敗
の繰り返しになっていくのが普通なんです。だか
らうまくいっても、本来からいうと10年ぐらいか
かるんです。
　実際インフルエンザワクチンが前からあるわけ
ですけれども、インフルエンザワクチンを打って
もインフルエンザにかからないわけじゃなくて、

むしろ一生懸命ワクチン打ちに行く人に限ってイ
ンフルエンザになっているみたいな、自分の周り
なんかそうですけども、そんなこともよくありま
す。ですから最近はお医者さんも、「インフルエ
ンザワクチンはインフルエンザにかからないため
のワクチンではなくて、かかったとき重症化しな
いためのワクチンです」みたいな言い方をしてい
ます。そのあたりも人間の体質が一人一人違いま
すので、やはりいろんな病気を持ってる方もいれ
ばピンピンしてる方もいるわけで、ほんとに重症
化しないのかどうかというのもよく分からないん
です。
　今遺伝子分析なんか簡単にできますので、だか
ら試作品をつくるのは簡単なんですね。昔は遺伝
子がよく分からないから、ほんとに経験だけでつ
くっていくみたいな時代があったんですけど、今
は例えばコロナウイルスの遺伝子がどうなってい
るかとか、そんなの簡単に分かります。そうする
と、じゃあこういうものをつくればできるねなん
ていうのは、設計図的にはすぐできます。だから
今度も夏ぐらいにはいろんなところが、うちはつ
くれますみたいなことを発表するんでしょうけど
実際にそれをつくってみて、先ほど言ったように
効果と安全性が保証できるのかという話になると、
よほどの幸運なことがない限り、はっきり言うと
僕が今日の帰り道で宝くじを買って帰ったら１等
賞が当たっていたというぐらいの幸運がないと、
多分年内だとか来年早々だとかに間に合うような
ワクチンは出てこないと考えるほうが普通です。
　ですから、何かこう私たちは不都合なものがで
きてくると抑え込もう抑え込もうとするんですけ
ど、抑え込みによって成功することはないです。
それは今の国際関係だってそうですけども、確か
に日本の周りにはちょっとありがたくない国々が
あります。だけど、じゃあその国とどうつきあっ
ていくのかっていうときに、徹底的に抑え込めば
いいじゃないかという論法というのは必ずしも正
しくないわけで、むしろ不都合な国があるんだけ
れども、その国ともどういう方法を使ったら共存
できるかという、つまり爆発的な対立になったり
暴発したりすることなく、どうやったらうまく一
緒に行けるかという、それを考えていくのが人間
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の知恵であって、抑え込めばいいという発想は本
来からいうとおかしいんです。
　だから、それはコロナについても言えるわけで、
何か抑え込んでしまおうという発想はほんとは正
しくないわけで、向こうも生き物ですから生き物
同士どうやったら共存できるかということをむし
ろ考えるべきなんです。ただ、この間の日本だけ
ではなくて世界の論調を見ていても、何かコロナ
を抑え込むとか収束させるとか、そして経済をま
た軌道に乗せるとか言っているんだけども、実際
今私たちにとって必要なことは、どうやって共存
しながらこの社会を維持するかというそっちのほ
うがずっと重要です。そうすると社会を維持する
ためにはやっぱり爆発的に感染するのはまずいわ
けで、毎日10万人も感染者が出るみたいなことに
なっちゃえば、これは社会維持自体が困難になる
し、もちろん病院もパンクしてしまうしとか、い
ろんな問題が発生します。ですから爆発的感染を
抑えて、少なくとも緩やかな感染で抑えておくと
いうその努力は必要なんだけども、それは感染防
止のために必要じゃなくて、この社会をみんなし
て維持するためにそういうこともちゃんと考えな
いとまずいよねという、むしろそういう問題だと
いうふうに思ったほうがいいです。
　それから、経済というのは私たちの社会を維持
するための手段なので、経済を目的にしてはいけ
ないということです。ですから、この社会をどう
やって維持していくのか、社会を維持するために
はどうしても社会活動をみんなが担っていかない
と社会が維持できないということですから、その
社会活動ができるようにするにはどうしたらいい
かとか、それを考えていく必要性はあります。そ
うすると、それは結果としてはある程度経済を動
かすということになっていくんですけど、それは
あくまで社会を維持するために人間たちの社会活
動をどういうふうに動かしたらいいかという、そ
れが目的なのであって、その結果、経済が動くと
いうのは結果に過ぎないという。だから、経済だ
けを念頭に置いてそのためにこうしようああしよ
うというのは、僕は発想の間違いだという気がし
ます。
　ですから、感染防止も経済を動かすことも目的

ではないと。我々にとって大事なことは、この社
会をみんなしてどうやって維持するかという、そ
のことが大事であって、それは結果としてはある
程度の感染防止をせざるを得ないし、ある程度、
結果としては経済も動いていくという、そういう
ことなんだろうという気がします。

危機対応は地域主権で
～地域と中央の役割見直し

　僕は先ほど言ったように、やむを得ずこの間東
京にいることが多かったんですけれども、僕の東
京の家の周辺でもほんとに皆さんとってもよく政
府や東京都の言うことを聞いていて、何時までと
か言われるとちゃんとやってるし、道歩いていて
もマスクをつけてない人はほとんどいない、ゼロ
に近いですし、僕自身はオープンな場所で人が余
り混んでないところで何でマスクつけなきゃいけ
ないのかよく分からないので、道歩いてるときな
んか大抵マスクせずに歩いてます。ただ、交差点
なんかで人が集まってくるような場所になると一
応マスク出してくるみたいな、そんなようなこと
をよくやりますけども、ほんとに皆さんよく言う
こと聞くんだなという、そういうまちが今東京で
も展開してるという感じです。
　はっきり言ってしまいますと、阪神・淡路の震
災とかあるいは東日本大震災とか、そういうこと
を経験しながら私たちがつかんだ教訓というのは、
ともかく危機になったら地域主権がしっかりして
なければいけないという、あるいは地方分権がし
っかりしてなければいけないという。つまり危機
って言いながら、危機の内容というのは県によっ
ても違うし、県の中だって大変違うわけですね。
例えば高知県で地震が起きましたと言っても、室
戸岬に近いほうで起きたのか、逆に宿毛のほうに
近いところで起きたのかによって、高知県なんて
これだけ横に長いですから被害状況も違ってきま
す。そしたら、当然ながらそれをどうしたらいい
かというのを高知県で決めるのではなくて、室戸
のほうは室戸で決めるし、宿毛のほうは宿毛で決
めるし、そういうことをやっぱりきちっとできる
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仕組みをつくっておかないと被害が大きくなりま
す。
　ましてや、高知県だったら、高知の方は全体の
地図が頭に入ってますからまだいいですけど、そ
れを東京のほうで決めてしまったら、何とも言え
ないことになってしまうということです。実際に
は、あの東日本大震災のときにもそうでしたけれ
ども、市町村が独自に動く力がない、あるいは独
自に方針出せない、それで市町村は県の方針の決
定を待ってる、県のほうは国の決定を待っている
という、もうそういうところがたくさん出てしま
って、その結果として被災者がますます深刻な状
況に陥ってしまうというのが、東日本大震災のと
きにもよくありました。
　やはり危機になったときには、自分たちの地域
は自分たちで守るというような、そういうことが
できる行政なり住民なりがいないと苦しいです。
実際にははっきり言ってしまいますと、東日本大
震災で危機を広げた原因の１つは、合併した市町
村が多すぎたことです。つまり合併市町村のため
に市が大きくなりすぎていて、そしてしかも旧来
の中には旧何とか町とか何とか市とかがあります
から、それを全部を束ねながら上手に方針出せる、
そういう市町村行政がほとんど壊れていたってい
う、中には平成の大合併に反対をした町村とかも
もちろんあって、そういうところはわりかし動け
たんですけども、合併したところはほんとに対策

が遅れてしまったという、そんなことがよくあり
ました。
　ですから、今の合併後の市町村の形でほんとに
いいのかどうかというのも、ほんとは問い直さな
きゃいけないんですけども、ともかくはっきり言
えることは、危機になったら地域地域で方針を決
めるという、それが何よりも大事ということです。
　それで、中央は何をするのかと言ったら、地方
にどんどん自分たちで決定ができるように情報を
どんどん提供する。今度のコロナなんかですと、
コロナが広がり始めてもコロナ菌の性格とかほん
とに分からなかったわけですね。世界ではどんど
ん研究が発表されてますけど、特に論文記事を見
ますと大半は英語で発表されてますから、それを
全部市町村が拾って、それを市町村長さんが読ん
で方針決めるなんていうのは大抵は至難の業です。
しかもその本数は多いですから、世界でどういう
研究が出ているのか、概要だけでもいいから中央
が日本語に直して、それで判断できるように市町
村にどんどん流すとか、そういうようなことをほ
んとはしなきゃいけないと思います。
　さらには、市町村でこうしようと決めた場合に
は、それは財源が必要という場合がよくあるわけ
です。そしたらその財源は国のほうで保証するか
らどうぞ自由にやってくださいという、むしろそ
ういう、情報と財源の提供こそが国の役割であっ
て、国が方針を出すことではないという、そのこ
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とも東日本大震災の教訓から、結局国は何も学ん
でこなかったということが分かってきたし、それ
から県や市町村も学んでないというですね、これ
は非常に危機に弱い社会をつくってしまったとい
う感じがいたします。
　ですから、みんな気がついたように突然あの総
理大臣が全国の学校休校とかいうのを発表して、
だけど何で全国を一斉にやらなきゃいけないのか
というのは、ほんとみんな考えてみたらおかしい
なと思ったはずなんですよね。自分たちの地域に
感染者が出てるというならまだしも、全然感染者
が出てないような過疎地域でも全て休校にしなけ
ればいけないという、その点でも実におかしいで
す。さらに言ってしまえば、学校を休校にするか
どうかというのは教育委員会の権限であって、学
校と教育委員会が相談をして、ちょっと感染者出
てきたからしばらく休校にしようかとかですね、
つまりインフルエンザのときの学級閉鎖みたいな
ものだと思えばいいわけです。それをインフルエ
ンザが少し出てきたら国が全国一斉に休校を命令
するって、これ本来からいうと教育の独立を侵す
行為なんですよね。
　だから、国がいろんな情報提供の過程で、これ
は休校にしたほうがどうも良さそうだという情報
を提供し、それで各地の教育委員会と学校に判断
してもらうということだったらいいですけども、
本来日本は戦前の国家主義的な教育の反省に立っ
て、戦後は教育というのは独立機関であると、行
政が介入しちゃいけないんだという建前でいった
はずです。だから戦後初期は教育委員も選挙制度

で行われていってる。それがいつの間にか教育委
員の公選制が取り上げられて、そしていつの間に
か教育委員会が文科省の下請機関みたいになって、
さらに今回総理大臣が命令をして学校を止めると
いう、これはほんとにこの間の教訓どころか、戦
中を経て戦後行った教訓を全て忘れてしまったの
かという、そういう気がするぐらいのもう暴挙と
しか言いようがないです。しかしそれが大した批
判も浴びずに成立していく私たちの社会って何だ
ろうかという、そういう気もいたします。
　その上に極めつけはアベノマスクで、私のとこ
ろにも２カ月ぐらい遅れて来ましたけれども、あ
のちいちゃな使いにくそうなマスク、うちはまだ
使ってないんでどっかに転がってるんじゃないか
という気がしますけれども、それだってマスクが
なくて困ってる人たちもいれば、別に今マスクで
そんなに慌てなくもいいんじゃないのという地域
もあるわけで、それで何で総理大臣がああいう決
定をするのかというのも、ほんとに何だろうなと
いう感じがいたします。
　だから、結局そういう中で地域主権ができてい
ないがゆえに、中央集権的な対応策が出されて、
中央でできるとしたらせいぜい国境対策ぐらいな
んですよね。つまり一度出入国を止めるとか、そ
れからあるいは入ってくる人たちを全員 PCR 検
査かけるとか、そういうようなのは市町村の仕事
というよりも国の仕事になるでしょうけど、だけ
ど、自分たちの社会をどう維持していくのかは市
町村が考えればいいこと、あるいは県が考えれば
いいことであって、それを考えられるように、先
ほど言ったように情報を提供して、そして必要な
らば財源も出しますよという、そういうことのほ
うが正しいと思います。
　だから Go To トラベルも、多少旅館はそれで
客が何人か来たかもしれないけども、この社会を
持続的に維持する政策としてはあまりにも効果の
ないことをやっていて、ほんとにあんなことする
ぐらいだったら、かつて民主党政権時代にやった
ように高速道路を無料化でもしたほうがいいって
いいますか、やろうとしたようにと言うべきです
けども、そうしたら東京の人間なんて高速道路が
無料だったら結構出歩きますので、そのほうがず
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っと効果があると思います。もっと言ってしまえ
ば高速道路を無料化して、それで長距離電車の代
金と飛行機代金を半額にするとか、そうすればず
っと人々はじゃあ動こうかという気分になるでし
ょう。
　それだったら、補償しなければいけない場所が
限定されちゃいますから、高速道路公団とか JR
とか、あるいは航空会社とか、そこだけ補償すれ
ばいいわけですから、あんな電通がかんで動くよ
うなこととかあんなことしなくていいんです。だ
からそういうことのほうがまだずっとましなぐら
いで、それも中央が実権を持って国を統制しよう
とするからおかしな政策が次々に続くんですね、
それで先ほどから言ってるように、危機対応は地
方分権でやるべきというその大原則を無視してる
ということです。

専門家のあり方
～専門家の怪しさ

　だけど、そういうことに対して、マスコミも含
めてですけども批判、反論が出てくるのかと思っ
ていたらそうではなくて、何かそのお先棒を担ぐ
ように、ステイホームと言われればステイホーム
頑張りましょうという話ばっかりが出てきちゃっ
て、そしてまたみんながそれに従っていって、そ
れでちょっと従わないような雰囲気の人がいると、
何かみんなが下から統制をかけるみたいな雰囲気
が出てきて、そういう雰囲気見てると、何だこれ、
コロナファシズムじゃないかっていう気がしてき
ます。
　それでファシズムというのは、例えばナチズム
のときでもそうですけど、上からの統制がかかり
ながら、実はそれに呼応する形で下からの統制が
動いた。だから上からと下からの統制が両方共鳴
するような感じで、そしてあの統制社会ができあ
がっていくっていうのがファシズムの形ですよね。
そしたら今の日本て、疑似ファシズム的な状況に
コロナで一遍に陥った。だから、そういうものに
対してこんなに脆弱だったんだっていうのがほん
とに感じざるを得ないです。

　さらにナチズムのときもそうなんですけど、例
えばユダヤ人とかロマ族ですよね、ジプシーとい
ってもいいですけども、その人たちの大量虐殺を
したときに虐殺するのが正しいことなんだという
ことを説明したのは、むしろ当時の科学者たちな
んですね。つまりみんなが変だなと思っているの
に、ナチスが上から暴力的にみんなを殺したとい
うわけでもないんです。もちろん暴力的に殺した
んですけど、しかしそれを正当化した科学者たち
がいたということです。
　実際にはその科学者たちの中には、いろんな治
療の人体実験をしたかったという人たちがいて、
特にあの頃、今でいうと脳外科的な脳の手術です
けども、そういうことができ始めた頃ですよね。
ですから、それを使っていろんな病気を治したい
という、特に若い医者たちがいて、最初にあった
のはてんかんは脳手術によって治せるみたいなそ
んな話があって、そうすると動物実験ではやれて
も、やっぱりほんとにやれるかどうかを確認して
いこうとすると人間でやらなきゃいけないわけで
すね。
　そのときに、社会に役に立たないどころか害毒
を与えてるユダヤ人とかロマ族を、その人たちを
人体実験に使うと。そのことによっていろんな治
療法が確立されれば、こっちのほうがずっと歴史
上のプラスになるんだというそういう論拠なんで
すけども、そういう意味で医学関係者が大挙して
ナチスに入党をして、そしてナチスに人体実験が
できる体制をつくるように要請し、それに応えな
がらだんだんホロコーストへと向かっていくとい
うですね、だからあんなにたくさん殺せと言った
わけじゃないんですけど、あのきっかけをつくっ
ていったのは、それが人類の進歩であり、科学の
発展だというそういう医学者たちの対応でもあっ
たわけですね。
　また、それは医学関係者だけじゃなくて実にい
ろんな専門家たちが科学的あるいは論理的・合理
的と称して、ナチスの政策を正しい政策だという
ふうに裏付けていくっていいますか、そういう専
門家たちが大量に存在をしたという、だから怪し
げな専門家たちによって、あのファシズム体制は
支えられたという一面を持ってるし、さらにはそ
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れをあおっていったマスコミとかそういう、当時
はテレビはありませんけれどもメディアの存在と
いうようなもの全部が共鳴し合って、ナチスドイ
ツができあがっていくというふうに思ってもいい
です。そうすると今の状況何かそっくりじゃない
かという気がしています。まず最初の頃よくテレ
ビに出てきた専門家会議のメンバーという、あの
怪しい専門家は何なんだというですね。
　僕はなぜ怪しい専門家っていうかというと、ま
ず専門家の役割というのは、政府に注文をつける
ことなんですね。だからあのときには、まだ最初
の頃にはよく分かりませんから、だから早く水際
対策ですけども国境封鎖やったほうがいいよとか、
それから PCR 検査をもっと簡単にできるように
早く整備しなさいとか、PCR 検査ができないと
いうのは、厚生労働省、保健所ラインがその権限
を握って離さなかったというのが一番大きい理由
ですから、そしたらここのライン一遍崩しなさい
とか、民間でどんどんできるようにしなさいとか、
あるいは今民間でできないわけでもないけれども
検査費がすごく高いですよね。
　それで今ほんとに不思議な状況です。例えば僕
が今回やってきてはおりませんけれども、例えば
高知に行くのに、万が一僕が感染していて皆さん
にコロナ菌ばらまいていくということになるとま
ずいかなと考えて、それで「自費で調べてくださ
い」と言った場合ですね、今東京ですと簡単に調
べられます。検査時間は次の日ぐらいにならない
と検査結果は出てきませんけども、どんどんいろ
んなところが受け付けています。ところが、僕が
仮に発熱して、「ひょっとしたらコロナの可能性
があるので検査してください」と言うと、なかな
か簡単にいかないんですね。
　何でこんなことが起きるのかというと、コロナ
の可能性があるから検査してくれっていうと、こ
れは治療行為になって健康保険で該当します。そ
れで今その検査費用は国が持ってるから無料とい
うことになります。このやり方するとお医者さん
は儲からないんですね。ところが、「私、高知に
行くから念のために調べてよ」とこう言いますと、
これは自由診療になるもんだから、検査費いくら
にするか医者が勝手に決められるんですね。だか

ら今一番安いところで２万5,000円ぐらいで、一
番高いところ５万円ぐらい取ってます。だから、
こっちは儲かるわけです。当然ながら１人３万円
でも10人やれば１日30万円ですから、ほんと坊主
丸儲けに近いです。だから、「どうしても今海外
に出張で行かざるを得ないから調べてほしい」と
か、そういう人たちはどんどんできて、それで実
際に「発熱したので診てください」という感じで
行くと、未だに手間取っているという、こういう
体制のあり方はやはり何とかしないとだめでしょ
うとか。
　つまりそういう専門家であるならば、何がネッ
クになっていてこういうことになってるのかが、
僕らよりも分かるはずですから、そこのところで
いろんな改良を政府に要求するという、専門家と
いうのは本来それが仕事です。ところがあのとき
の専門家はどうだったかというと、その政策につ
いてはもうはっきり言ってしまうと厚生労働省の
スポークスマンと化して、つまり大体国の委員と
いうのは、政府のイエスマンみたいな人が集まっ
てくるという傾向ではありますけども、それにし
てもその度合いがひどすぎます。ですから国に対
して何の注文もつけずに国の政策に従う。それで
今度はテレビに出てきたりして国民を脅すという、
それでこれ何やってるのっていう、だからその点
で実に怪しい専門家。だからやってること逆でし
ょうっていう感じがします。
　さらに言ってしまえば、専門家というのは、大
抵のことについて今までの自分の研究ではこうい
うことが言えるけれども、その自分の言ってるこ
とに、もしかしたらこういう弱点があるかもしれ
ないということを知ってるのが専門家なんですね。
つまりその分野を深く研究していると、自分の言
っていることが100％正しいという自信は持って
ないのが当たり前で、今こういうふうに言えるけ
れど、もしかするとこういう問題が背後にあるか
もしれないとか、自分の論理にこういう欠陥があ
るかもしれないという、その辺についても見えて
いて、それでその辺を視野に入れながら発言する。
そういうのが専門家であります。
　だから専門家というのは100％断言できるもの
を持ってるわけじゃなくて、特に今回のコロナに
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なりますと、最初の頃はほんとに何も分からなか
った。ですから、専門家だって分からないことだ
らけの中で、だからせいぜい言うとすれば現状で
は何にも分かりませんと。分からないんだけれど
も、とりあえずみんなして感染を少し抑えましょ
うと、だから思いつくことはみんな試しにやって
みましょうと、だから効果があるかどうか分から
ないけども、とりあえずみんなマスクしてみまし
ょうとか、ソーシャルディスタンスしっかりやっ
てみましょうとか、それでそういうものが効果が
あるかどうかは、とりあえずやりながら検証しま
しょうという、例えばそういうことだったら正し
いんですね。
　だけど、それをすればこうなるみたいなことを
断言してくるということになると、それはもう怪
しい専門家としか言いようがないです。それでそ
の極めつきは８割おじさんですけども、あの人が
登場して、「８割接触を断たなかったら42万人死
ぬ」と言ったんだけど、死ななかった責任をとっ
てもらわなくてもいいですけれども、実に怪しい
人です。実際にはあの８割おじさんが根拠にした
のはドイツの１論文なんですよね。ドイツの１論
文の中に、感染した人が１人が何人に感染させる
かっていう、その１つの論文の数値です。それが
一番感染力の高い数値なんですけど、それを使っ
ただけなんですね。だけど実際には、その論文自
体が当のドイツでも、これはずさんだっていうの
で否定されているようなものです。しかも未だに、
はっきり言うとコロナの感染の仕方がよく分から
ないんですね。
　だから、発病してしばらくと発病直前ぐらいが
移しやすいという、そういうように言われている
んだけれども、実際には症状が出てこないときに
は感染させてないんじゃないかという研究論文も
あって、つまり人にどんどん移すのか移さないの
かというのが、ひょっとしたら個人差に過ぎない
んじゃないかとか、つまり安定したデータが出て
こない。つまり感染したら、その人に接触した人
がみんな感染していくというデータも出てこない
し、発症する直前に感染力が最大になるというデ
ータも実ははっきり出てこない。だから依然とし
て謎のようなウイルスなわけですね。

　だから先ほど言ったようによく分かりませんか
ら、みんなしてできることは試してみましょう。
それでちょっと爆発的な感染だけはみんなして阻
止してみましょうっていう、それぐらいに考えと
くのがいいわけで、それが何か結論が見えてるよ
うに言ってくるのは、ほんとに怪しいですねとい
う感じです。だから、そういう点では今回、怪し
げな専門家が跋扈する社会をつくってしまい、し
かもそのことによって国の政策が何か裏づけを持
っているかのごとく、そういうことになっていっ
てしまう。
　それから僕なんか仕事柄、何か発生すると、僕
はこれに対してどう考えるかっていう、自分流の
考え方ってことですけど、どうしてもそれができ
ないとちょっと落ち着きが悪いです。最初のとき
はほんとに、僕、落ち着き悪くって、武漢で爆発
的な感染が起きたというあのニュース見ていても、
これに対して僕はどう考えを提示できるかってい
うのがなかなかまとまらない。だからそうすると
ちょっと落ち着きが悪くて、だから早く落ち着か
せなきゃいけないので、あの頃から一生懸命取れ
るような情報を取っていました。
　ただ、当時はまだそんなに情報もなかったで
すから、結果としてはよくテレビを見ていまし
た。そしたらもうあきれてしまったのは、例えば
ステイホームとかいう言葉ができてきたときもそ
うですけども、「ステイホームしましょう。これ
は命の問題です」とか、テレビのキャスターなん
かが絶呼するんですよね。それでテレビのキャス
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ターは、正しいことを国民に早く伝えなければと
いう気持ちでやってるんでしょうけども、この形
というのはファシズムと同じです。それだったら
第二次大戦のときには、あのときの日本では大東
亜共栄圏をつくるということは正しいことですか
ら、「大東亜共栄圏のために命を捨てても頑張り
ましょう」という絶呼があっても、当時の社会で
は、多分言ってる人は正しいことを言っているこ
とになる。結局それと全く同じ構図で、それでス
テイホームです、命の問題ですみたいな、そうい
うようなことをテレビでアナウンサーからキャス
ターまでが絶呼するという、これほんとにファシ
ズムだなというそういう感じです。だから我々の
社会というのはこんな社会だったのかというです
ね。一応戦後のいろんな歴史があるので、もうち
ょっとはましかと思ったのにという、僕としては
そんな感想でですね、それで少々怒ってるという
そういう感じです。

科学的基準による正当化
～基準が変われば判断も変わる

　もともと何かの論拠というのは、それが正しい
か正しくないかというのは、実は科学的に証明と
かいうのは非常に難しい問題なんですね。それで
科学というのは、その１つの科学的基準でものを
判断していく方式ですから、基準が違ったら全く
違っちゃうわけですね。だから、例えばさっき言
ったようにウイルスは生物ではないと。これは生
物学の基準でいうとそうであるという、だけどウ
イルスだってちゃんと立派に生きていて、そして
やってるわけですから、ウイルスは生物でしょう
っていう見方をしたって一向に構わないわけです
ね。ただ、今の生物学の基準で見ていけば、ウイ
ルスは自己増殖機能がないから、だから生物では
ありませんという、そういうことになってしまう
というだけです。
　だから、全て科学というのは１つの約束された
基準があって、その基準に基づいてものを見てい
くということに過ぎないということですね。例え
ば、今貯金しといてもお金ちっとも増えない時代

だから、貯金じゃなくて投資をしましょうという
ようなことを盛んにいろんな証券会社とか銀行と
か、今はこう言ってます。もちろん投資をすれば
リスクもありますから、増やすつもりが減ってし
まったという可能性も当然起きますけれども、た
だ、そこでもお金を増やすことがいいことだとい
う基準があるわけですね。そこに対して、「お金
を増やすことにエネルギー使うのが、本当に私た
ち幸せにする方法なの？」みたいな疑問符を出さ
れちゃえば、この構図は一気に崩れるわけです。
　だから、幸せというのはもっといろんな基準が
あるんじゃないのと言われた瞬間に、お金を増や
しましょう、もっと豊かになりましょうみたいな
話というのは一瞬にして崩れる構図です。だけど
そのお金を増やすということだけで言えば、今銀
行に１万円預けて１年に１円利息がつかないぐら
いの話ですから、そこだけとればもうちょっと利
回りのいいものに回しておけば、１円ではなくて
10円になりますよという話はあり得ないではない。
だけど、これもまたそこでどこの基準で見てるか
なわけですけど、１円が10円になるとすると10倍
利回りがいいというふうに見るべきなのか、それ
とも１円も10円もほとんど変わりませんねという
そういう見方をすべきなのか。これ基準変えた瞬
間に、また逆の判断になるということです。
　科学というのは実にそういうことをしていると
いうふうに思っていて、科学の基準でものを見て
いけば、こういうふうに見えるんですよというこ
とですね。ただ、その科学的な裏づけがあるとい
うことに１つの権威を持たせることによって、こ
の社会が成立しているということは確かなんです
ね。だから、これもテレビなんか見ておりますと、
キャスターからコメンテーターからアナウンサー
からみんな、科学に基づいて対策を打たなければ
いけないとか、最近流行っていたのは、エビデン
スをしっかりさせてそれでという。
　エビデンスという言葉は一部では数年前から流
行ってましたけど、一般の人たちからすると、急
にエビデンス、エビデンスという言葉を聞かされ
るようになったという感じじゃないかと思うんで
すけど、そういう証明を持ってやらなければいけ
ないというか、そんなようなことが盛んに言われ
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ます。だけど、それもまた実に不可解な発言で、
なぜかというと、今でさえそうですけども、その
４月とか５月とかいう段階ですと何の科学的デー
タもないんですね。科学的データがないというこ
とは、エビデンスなんかありようがないわけです。
　ともかく武漢でえらいことになったとか、その
後、アメリカで爆発的に感染拡大したとか、それ
でヨーロッパでも大変な事態に陥ったとか、そう
いうようなことが分かってるぐらいで、何ら科学
的データも何もあり得ない。そういう状況の中で
科学的な対策を打たなきゃいけないとか、エビデ
ンスのある政策をやらなきゃいけないとかいうと、
何か高尚なことを言ってる気になるそのキャスタ
ーとかアナウンサーとかコメンテーターとかもう
たくさんいたんだけど、皆さん、エビデンスも科
学もない世界ですよ、今っていう。だから、これ
がもうあと何年か経ってくれば、ある程度の科学
的でと称するデータが出てくるでしょうから、そ
したらそういう議論もいいとして、現状では何も
ありません。
　だから、本当に科学者であるならば、現状では
科学的データもありませんし、エビデンスもあり
ませんと。だから我々お手上げですという、だけ
ど、お手上げだと言ってるうちに死者が累々では
困りますから、だから思いつくことはみんなでや
ってみましょうという、そういうぐらいが正しい
んです。それがそういうふうな科学とかいう名に
よって何かが権威づけられて、何かが正当化され
ていくって、この形もまたファシズムの時代と変
わらないという感じがしてきます。それとさっき
言ったように正義を絶呼して扇動するマスコミと
いう、これもまたファシズムじゃないかとしか言
いようがないです。そういう中でみんな怯えてい
て、それで今度は下からの統制がかかってくるみ
たいな、そんな感じです。
　つまりそういうのを見ていると、この社会はい
つでもファシズムになることができるんだなとい
う、そのことを今回逆に認識させられた。だから
さっきから言ってるように、もうちょっと抵抗力
のある社会かと思ったら、こんな簡単にコロナフ
ァシズムになるのかという、むしろそういうこと
のほうがコロナ以上に恐ろしいことです。

テレワークの落とし穴
～結びつきの上に成り立つ社会

　それから、高知県でもある程度広がったかもし
れませんけど、東京なんかではいわゆるテレワー
クというやり方が相当広がったことは確かです。
確かにテレワークというのやってみますと、出勤
しなくていいわけですから、特に東京なんかです
と、満員電車で１時間も１時間半もかけて出勤し
てる人というのが結構いたりしますから、その人
からすると、家で仕事ができるというのはとても
良かった。それでこういう形これからも維持した
いという、そういうふうに思った人というのが結
構たくさんいたという感じです。
　だけど実はこれ、かなりおっかないやり方だと
いうことも気がついていないといけないんです。
なぜかというと、テレワーク化すればするほど１
人１人がその企業とのいえば請負契約化するとい
うことなんですね。だから、この仕事をやってく
ださいというそれを請け負ってやる。そうすると
請け負いですからどこでやってもいいわけで、自
分の家でやってもいいし、つまり期日までにそれ
が終わってればよいということですね。
　これは例えば僕は基本的には原稿書いたり本書
いたりが仕事の人間ですけど、出版業界でいうと、
請負的な仕事というのはものすごくもう前から広
がってるんですね。例えば印刷物になる前に、文
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字を細かくチェックし、間違いを正す校閲をする
人がいる。社内で校閲の部署を持ってたりするの
は今はほんとに少なくなってきて、ほとんど外部
校正者に発注するような格好になってるんですね。
それどころか最近では、前からそうなんですけど、
編集作業自体が外部に発注されるというケースも
たくさんあります。だからフリー編集者とかある
いは数人で編集プロダクションをつくってる会社
というのはいっぱいあって、そこが企画を請け負
って編集作業をすることも普通に行われていると
いう状況なわけです。そういう中で、書き手もま
た発注を受けて原稿を出すというそんな感じにな
りますから、これも請け負いみたいな感じになり
ます。そうすると出版業界というのは前からもう
いろんな部署が請負化してる一面があるわけです
ね。
　そうするとそれは何を生んだのかというと、い
ろんな部署の人たちがだんだんだんだん発注する
価格を下げられて、それで生活ができなくなって
いくとか、あるいはそれを補おうとすると超長時
間労働によって補っていくという、そういうこと
が至るところで実は発生をしているということな
んですね。ですから、書き手でもそうですけれど
も、ちょっと言葉として変なんですけど、作家と
いわれる人たちとライターといわれる人たちがい

て、そのライターといわれる人たちはもう完全に
使い捨て化してます。その原稿料は信じられない
ぐらい安いです。
　それで作家といわれる人たちは、それと比べた
らまだましな待遇を受けているという形にはなる
わけですけど、ただ、実際には作家といわれる人
たちだって発注が来なくなってしまえば、そのま
ま事実上の倒産状態というか失業状態になってい
くわけです。ですから、全員が不安定雇用化して
います。そういうことが実際には出版業界でもほ
んとに進行してるというのが今の状況でもあるん
です。
　つまり仕事を請け負うということは、次には請
け負いの単価の切り下げとか、それから請負業者、
請け負いをする人たち同士の競争とか、そういう
のが激しくなっていくというのが、これはもう一
般的な法則です。だからテレワークなんかやって
いきますと、さっき言ったようにまず１人１人の
従業員がある業務を請け負うような形になってい
って、そうすると、請け負わせたんだけどミスが
多いとか、能率が悪いとか、出来が悪いとかいう
ことになってくれば、これはもうあの人辞めても
らったほうがいいという話にすぐなります。だか
ら雇用契約上、すぐ辞めさせられることができる
かどうかはともかくとして、方向としてはそうい
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う感じで、ときにはみんなしていびり出してしま
うという、そういうようなことももう既に起き始
めています。
　だから、そこで問題になるのは、１人１人の仕
事になっちゃうってことなんですね。会社に出勤
してきて仕事してたら、例えば何かやっててちょ
っとしたミスが起きても、誰かがちょっと気がつ
いてカバーしてくれるとか、それからちょっと分
からないことがあっても、ベテランの人に聞けば
すぐ教えてくれるとか、そんな形でみんなでカバ
ーし合いながら１人１人も働いているみたいな形
がとれるんですけど、自宅で請け負ってるみたい
な形になるとそれができなくなってしまいます。
だから、出てきた結果だけで全てが判断されると
いう、そうすると次に間違いなく起きるのは、そ
のテレワークをやってる人たちを正規雇用をする
必要はないということ。だから、そこに新しい非
正規雇用が発生しかねないということと、さらに
は、それが起きてくれば、そこを請け負う会社が
出てくるっていいますか、だから１社だけじゃな
くて数社のこういう業務を請け負いますというそ
んな感じです。
　そうすると企業からすれば、自分たちの会社の
機密情報的なものが絶対外に流れないっていう保
証を出してもらえれば、そのほうが安ければいい
ということにもなりかねないわけです。だから、
今の事務労働的な分野がどんどんそういうふうに
外部派遣会社の仕事になったり、あるいは外部請
負会社の仕事になったりしながら、そこに非正規
雇用的低賃金労働社会が拡大していくという、そ
の可能性というのは極めて高いんですね。そうい
う危険性をある程度頭に入れながらテレワークも
見ていかないと、自分で気がついたら首が絞まっ
てたという可能性があります。
　だからテレワークで最初やって割にうまくいっ
たのは、やはりソフト開発のプログラマーたちと
いいますか、システムエンジニアたちですね、あ
の人たちはもとから請負的なんですよね。あるシ
ステムを請け負って、それで社員ではあるけれど
もそれができあがるまで、大きなシステムか小さ
いシステムかによりますけども、数カ月とかとき
には数年ということもありますけど、その間１人

もしくはチームを組んでずっとやっているってい
う、だからそこで請け負ってるわけですね。だか
ら、その形の人たちが会社に来なくていいよとい
うのは、基本的にはパソコンがあればできる仕事
ですから、だからそれはうまくいってしまったん
です。
　それから、もとからいろんな取り引きのトレー
ダーたちというのも請負的で、自分が動かせるお
金が例えば10億円とか、今までの業績に従って、
それで取り引きを繰り返して、取り引きも株の取
り引きから、原油の取り引きから、金の取り引き
からいっぱいありますけども、それでその自分の
分野の取り引きをやりながら成果を出していけば、
翌年の年俸は跳ね上がるし、それから動かせるお
金も大きくなるしと、逆にちっとも利益が上がん
ないって話になってくると辞めてくれという話に
なるという、そういうことなんですけど、ここも
もとから請負的なんですね。だから、もとから仕
事を請負的にやってる分野では、出勤しなくてい
い分楽になったというそんな言い方もできますけ
れども、それが一般的ないろんな労働に広がって
いってしまうと、さっき言ったような、むしろ私
たち、もっと質の悪い労働社会をつくることにな
ってしまうということです。
　つまり、ともに働くという協働という部分がど
んな形であれ縮小すれば、人間たちは使い捨ての
対象になってしまうという。実際には、この後も
しテレワークなんかがしっかり定着していくと仮
定すれば、テレワークできない労働とテレワーク
しても構わない労働みたいな、そういう労働の二
極分化が進むだろうという気がします。というの
は、企画をつくったりしていくような仕事という
のはテレワークでは無理なんですね。やっぱりこ
れは人と会ったり、それからみんなが持ってる情
報を提供し合ったり、そういうふうにして一種の
話し合い、協業的な形、そういうものを持ってい
かないと新しい発想なんか出てこない。だからそ
うすると、そこがエリート労働化して、それでそ
れは少数でよくて、それで圧倒的多くの人たちは
いつでも切り捨てオーケーな縁辺労働化するとい
う、そういうふうな分断をこの今のリモート社会
というのはつくりかねないということですね。だ
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から、新しいそういう形で労働の質の低下と分断
化が進むという、その辺の可能性についても用心
深く私たち見ておかないと、気がついたらこんな
ことになると思わなかったという話になりかねな
いということです。
　だから結局、ここでも大事なことというのは、
労働というのは個人が請け負うんじゃなくて、や
っぱり結びつきの中でやっていくんだという、だ
から例えば１人で畑を耕してる農民でさえ、その
中には自然との結びつきがあるし、それから農家
の場合には家族総出で別に仕事をしなくてもやっ
ぱり家族的なバックアップが後ろにあって、それ
で１人の農民は畑を耕してるという形になるし、
そしてそこには村があったり、本来で言えば農協
なんかもあったりして、それでつまりいろんな結
びつきが背後にあって、そこに支えてもらって、
最後は自然と結びつきながら、まぁ今くわを持っ
て働いてるという時代でもないですけども、１人
が畑の上で働いているという格好になっていくわ
けで、それをあらゆる結びつきが全部切り捨てら
れてしまった状態で、１人だけで畑の上に立って
いるという形になれば、農業だって成立しないと
いうふうに言ってもいいです。だからあらゆるも
のはそういう結びつきがあってこそ成り立ってい
くんだということをきちっと見なければいけない
し、そうするとステイホームとか自粛というのは
ほんとによくないやり方ですね。
　つまり人間たちを分断して、全て個人の中に閉

じこもらせるという政策になっちゃうわけで、但
し、最初から言ってるとおり、爆発的に感染が拡
大したりするときにはちょっとみんなしてこれや
ってみましょうということを別にやらざるを得な
いかもしれない。だけど、自粛するんだったら、
やっぱりある種の関係が細くなってしまうわけで
すから、ほかの関係は太くするということを考え
なきゃいけないわけで、そうすると自分としては
どういう関係を太くできるかですね。そのために
高知県でしたら、山もあれば川もあれば海もある、
しかも比較的至近距離のところにあるというそう
いう社会ですから、場合によったら自然との関係
を太くするとか、それでもいいし、だからどうい
う形で関係を太くして、それで細くならざるを得
ない部分を補うかという、そのことをむしろ真剣
に考えなければいけません。
　そうすると、そういうやり方というのは、また
これ地域地域によって違うので、ほんとにその点
では高知なんてうらやましい限りの場所だという
ことがいえますし、逆に東京の真ん中なんかにい
ますと、どこ見たって畑なんかないし、泳げるよ
うな海はないしっていうそういうような地域です。
ならば東京みたいな場所で、どういう関係なら太
くできるのかというのを真剣に考えなきゃいけな
いんです。だからそのことを呼びかけなければい
けないのに、つまりどうしても自粛せざるを得な
いから、そしたらその分関係細くなりますよと。
そしたら、それぞれがちょっとどういうところは
逆に太くできるか、それぞれ工夫しましょうとい
う、その呼びかけのほうをむしろしなければいけ
ないということなんですけども、ほんとに閉じこ
もった人間たちをもう東京なんかいっぱいつくっ
ちゃってるという、そういう感じですね。
　だから、そういういろんな意味で私たちこれか
ら、現代社会の持ってる弱点をやっぱり克服する
ということを考えなければいけないです。まずそ
のときに課題に置かなければいけないのは、私た
ちはともに生きる社会を守るんだという、あるい
はより強くこれからつくっていくんだという、そ
のともにある社会という部分をしっかり目標に掲
げなければいけない。そしてまたそういう中で今
の政治権力、つまり自民党政権がいいか悪いとか
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いう話だけじゃなくて、今の政治権力のあり方み
たいなものがこれでいいのかという、そういうの
もやっぱり検討しないと、危機になるたびにピン
ト外れのことが行われるのでは、この社会ほんと
に脆弱だといわざるを得ないです。

権力のあり方
～中央集権社会の悲劇

　僕は、近代国家というのは、入り口で失敗した
と思ってるわけですね。というのは1789年にフラ
ンスでフランス革命があった。それで王政が一遍
打倒されて、それで共和政に移行したということ
なんですけど、あのときの大失敗は、その前の王
政は、ルイ16世とかそういう時代ですけども、あ
れは歴史の中では一番中央集権化した時代なんで
すね。その前というのは日本の封建時代みたいな
もので、各領主がかなり力を持っていて、それで
日本でも江戸幕府が一番力を持ってるといいなが
ら、江戸幕府は別に土佐藩の中まで入ってくるわ
けじゃないっていいますか、だから高知の山内家
は徳川家に従属してるような形でもあるけれども、
ここに戻っちゃえばここはおれの国だというよう
な、そういうことでもあったわけです。
　それがだんだんそういう領主権力が弱体化され
て中央権力に一元化していくっていう、それが極
限まで進行してきたのがフランス革命の前夜であ
ったというふうに言ってもよいっていいますか、
そのときに民衆による革命が起きて、だから本来
でいうと、あのときに中央権力というのは何をす
る権力なのかと、せいぜい中央と地方というのは
どういう関係であるべきなのかとか、そういう権
力のありようというものを再検討しなければいけ
なかったということなんですね。だけど、あのと
きのムードの中では、それまで王様が持ってた強
い権力を今度は人民のために使うんだと、人民の
ために使えばその強大な権力が非常に有効に使え
るという、はっきり言えばそういう発想に立って
しまったということですね。だから、権力のあり
ようそのものについて何ら検討がされなかった。
だから王権、王様が権力を持っているその構造は

問題にしたけども、中央権力のありようとか地方
権力のありようとか、そういうようなものについ
て検討されないままに行ってしまったということ
ですね。
　だから、フランス革命でもフランス革命が起き
た後、今度はナポレオン帝政が復活するというこ
とになっちゃって、しかもナポレオン帝政はクー
デターでやったわけじゃなくて、国民投票で王様
になった初めての人です。だから共和政を使って、
みんなが王様待望論をやったということです。だ
から、その中央権力の強大な権力というのはその
ままにされてますから、いい王様にやってもらえ
ば良くなるという、そういう話になっちゃったっ
てことです。だから、ナポレオンが良かったか悪
かったかの話は政治学者にでもやってもらうこと
にして、言えることはこういう中央権力のありよ
うで良かったんですかということですね。
　それは、だからソ連の失敗でもあるわけで、ソ
連の場合だって崩壊することになってしまえばこ
んな社会だったのって話ですけど、ソ連をつくっ
ていったとき、そのときのやっぱり気持ちとして
は、例えばレーニンが悪質なことを考えてたわけ
では全くないわけで、やっぱりみんなのためにい
い社会つくろうとしたっていう、それは間違いな
いっていいますか、いい社会つくるためには中央
が絶対的な権限を持って、それで中央がもう隅々
まで動かすっていいますか、そのことによってス
ピードを持っていい社会をつくるっていう、それ
が社会主義社会へ行く道っていうそういう気持ち
だったっていいますか、だけど結局ソ連が限界を
示しちゃったのは、中央が全権を持ちすぎたって
いう、そのために中央のイエスマンのような形で
しか人々が生きてけないという、そういう社会を
つくっちゃって、瓦解をしたということなんです
ね。
　僕、ソ連とか東欧が崩壊する半年ぐらい前だっ
たかな、ドイツで汽車に乗ったらば通路にパンが
散乱してるんですね。それで、つまり食べかけの
パンがいっぱいそこら辺に投げ捨てられているっ
ていう、だから歩くときほんとパンをよけながら
歩かなきゃいけないっていうぐらいたくさん散乱
してる。それで不思議な光景だなと思って、普通
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どこの国でもやっぱり食べ物をそのまま裸で地面
にぼんぼん捨てるっていうのは、余り品のいいこ
とではないっていうのは、大体どこの国でもそう
いう同じ考え方ですから、それが１個２個おっこ
っちゃったんじゃなくて、ほんとに場所によった
ら床が見えないぐらいたくさんおっこってるわけ
ですね。それで何でこんなことになってるのか分
からなくて、乗ってる人で話が通じそうな人がい
たもんだから、何でこういうパンが散乱した電車
なんですかって言ったら、この電車はどこから来
たか知らなかったって言うから、知らないって言
ったら、ワルシャワ発って言うんですね。ワルシ
ャワ発ですと、だから今ポーランドから来る電車
はみんなこんなもんですって言うんですね。
　どういうことかと言うと、ポーランドの政権が
倒れる前なんですけども、その当時の社会主義圏
って基礎的な食べ物すごく安いんですよね。だか
らパンでいうと、これぐらいのパンが１つ今でい
うと10円とか20円とかですね、それぐらい安い。
つまり人々にちゃんと食料を届けなきゃいけない
ですから、それをやっていくと今度、安いもんだ
から人々がそれを大事に食べないんですね。それ
でちょっと食べて終わったらポイっていう、つま
り10円で買えるんだからまた買えばいいっていう、
そんな感じです。ところがそのために国はパンの

増産に次ぐ増産をしなければいけなかったと。そ
れは結果としては、非常にまずいパンを出回らせ
ることになってしまった。それで、こんなまずい
もの食えるかといって人民の怒りが爆発していく
っていう、そういう構図なんですね。
　そうすると、こんなまずいパン食えるかといっ
て、かじっちゃあ捨ててく人たちっていうのは、
人民も人民だなという感じがしてきますけれども、
でもこれは人民を非難するっていう問題じゃなく
て、ここまで中央集権化した社会の末路であると
いうですね、つまりパンまでが中央集権のもとに
あって、そして人々の権限がない。だから、自分
たちの社会をつくってない、つくることができな
い。だから、与えられたものに対して、そういう
形で人々が対応するようになってしまったってい
う。これ実はもう東欧が崩壊していく過程では、
どこの国でも起きてた問題なんです。
　いろんな国で起きていました。だからルーマニ
アなんかでは、みんなが電気を節約しないからそ
のために停電が起きたりして、国が全く使わない
ときには電気切ってくださいって一生懸命やるん
だけども、それで電気の統制が始まったっていう
んで怒りが爆発するというこんな感じなんですけ
ど。それは電気代がべらぼうに安い、だから電気
を節約する理由が人民の側にないという、だけど
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根本的なのはそういう問題じゃなくて、あらゆる
ことを中央が決定していて、それでその提供をさ
れたものを受け取る権限しか人民の側にないとい
う、こういう社会がもたらした悲劇っていうふう
に思ってもいいって思います。
　そういうものの原型をつくったのが、ある意味
ではフランス革命だったといってもよいといいま
すか、つまり中央が絶対権力を持つというこの形
ですね。本来からいうと、僕は逆にすべきだった
と思っていて、地方が全権を持つという、むしろ
それが原則ですっていうことを言えるような社会
をつくんなければいけないと思ってるんです。だ
から今の市町村のままでいいかどうかは分かりま
せんけど、つまりはっきり言ってしまえば、今の
市町村が外交防衛から全権限を持つと、しかしそ
うすると市町村参っちゃうわけで、外交までやる
んですかって話に当然なります。だからそういっ
た結果として、自分たちでやるのは無理っていう
ことについては、その権限を上に委託するといい
ですね。
　そうすると例えば県に委託すると、だけど外交
防衛ってことになれば、県も独自でやるというの
は非常に大変ですから、そしたら今度は県が国に
委託するという。だから全権は市町村側にあって、
こういう権限は県に委託しますと。県が独自にや
るのも無理だったら国に委託します。だけどこれ
委託ですから、委託した人は委託先を絶えず監視
するというそういう仕組みでなければいけなくて、
それで意に沿わないことをやったんだったらばい
つでも委託を中止しますという、それをやる権利
を持つということですね。
　そうすると、とりあえずは多分今と余り変わら
ないでしょうと。つまりそんな市町村、何でも権
限を持ってもやっていけませんから、大抵のもの
は県に委託され、県もそれは困ったっていって国
に委託してっていう、だから余り変わらない感じ
はしますけど、これをやっていくと少しずつ、あ
っ、これは委託しなくてもよかったんだというの
が必ず出てきます。それは例えば医療制度とか、
それから社会保障制度とか、それから地域福祉制
度とかですね、それは地域によって地域のあり方
違いますから、これは全部委託しないで、この地

域独特の方法をうちやりますとか、そういうふう
な市町村が出てきてもいいし、あるいは県として
も、例えば高知県は東京と同じ方式でやらなくた
っていいでしょうっていう、そういう部分が出て
きてもいいし。
　さらにいえば、その方式でやるとひょっとする
と沖縄県あたりは、外交防衛の一部については国
に委託しないっていう可能性が出てくるわけで、
それを認めてこそほんとに地方自治なんで、です
から、それで国が嫌だって言うんだったらば、ち
ゃんと沖縄を説得するだけの言葉と政策と財源と
かですね、いろんなものをちゃんと持って、それ
で悪いけど委託してくれませんかとお願いに行く
という、そういうことであるべきなんであって、
今のように、辺野古のように上から国が決定した
んだっていって、従わない沖縄が悪いみたいな、
そういうことではないんですよということが始ま
るってことです。
　だから本来から言うと、その小さい単位が全権
を持ち、自分たちができないことは上に委託する
と。だけど、委託先がちゃんとやってくれるかど
うかについては絶えずチェックするという、そう
いうふうな政治権力のあり方というのを、これか
らほんとに真剣に考えていくべきなんじゃないか
なというふうに思ってます。

閉じられた空間から　　
　　　　開かれた空間へ

　私たちというのは、政治のあり方、権力のあり
方みたいなものをこれから検討し直す必要があり
ます。政治のあり方って、言ってしまうと例えば
自民党なのか新立憲民主党なのかとかそういう話
に行きかねないんだけど、ちょっとその前にそも
そも権力ってこういう形でいいのっていう、その
問題から検討し直さなければいけないという気が
いたします。それからあと、やはりこう我々は関
係の中で生きているんだから、そうするとある種
の関係が細くなるんならば、別の関係を太くする
というようなことも先ほど言ったように考えなけ
ればいけないし、それでその関係の集約点に結集
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する場所があるわけで、そうするとそれは確かに
今この部屋超満員にして、ちょっと話やりましょ
うというわけにも行きにくい状況であることは確
かです。
　そうすると現代的な結集の仕方ですね、それは
どうあったらいいかと。そこではこの程度の結集
にしといて、その代わりネットで配信するとか、
そういうことももちろん考えてよいし、実際僕自
身のグループもそういう方法をかなり使ってます。
だけど、結集のあり方というものをやっぱり真剣
に考えるべきだし、結集が悪だというようなこれ
はいけないんで、どういう結集ができるのかとい
うことをむしろ真剣に考えなきゃいけないし、そ
ういう中でこの社会をどう開いていくのかという
ことです。
　気がついてみると、欧米でもそうですけど、死
者が大量に出ているのはもう圧倒的に高齢者関連
の施設なんですよね。高齢者が重症化しやすいと
いうのはよく言われてるんだけど、僕自身は、高
齢者が重症化しやすいのか、高齢者は薬を飲み過
ぎてるから重症化しやすいのか、どっちかなとは
思ってるんですけど、特に今もう高齢者の常備薬
と化した日本では血圧降下剤とか、あんな免疫を
低下させるようなものをみんなして飲んでるわけ
ですから、それは感染したらひどくなりますよね
っていう、だからどっちかなとは思ってるんだけ
ど。
　だけど何はともあれ、高齢者施設なんかでも結
局閉じられた施設なんですね。そこの中に、閉じ
られた中にウイルスが入っちゃうと、あっという
間にちょっとひどいことになっちゃうとか、障害
者施設とも同じで、それが閉じられた施設になっ
ていて、さらに言えば病院がまた閉じられた施設
になっていて、そこに菌が入ったりするとえらい
ことが起きると。そうすると、むしろこれからは
開かれた病院の形とか、開かれた高齢者施設の形
とか、開かれた障害者施設の形とか、それどうい

うふうにしたらほんとに開かれたものといえるの
かという、そっちのほうをこれから長期的には検
討しないといけないなという気はします。
　だから、とりあえずはそういうところに菌が入
らないように、ちょっと逆に閉じていくというこ
とをせざるを得ないにしても、長期的にはやっぱ
り閉じられた空間が感染を広げるというのが、こ
れ欧米でもはっきりしてきてるので、やはりそう
いうところの開き方というのをまじめに考えなき
ゃいけないし、それで開いていこうとすると、結
局プロの人たちとセミプロの人たちとアマチュア
の人たちが結び合えるようなありようというのを
考えなきゃいけなくて、だから医療でもそういう
いろんな施設でもそうですけども、そこのプロの
人たちがいて、それで多少いろんなことを知って
るし、身にもつけてるけれども、それを仕事にし
ているわけではないというセミプロぐらいの人た
ちがいて、さらにはよく分かりませんというアマ
チュアの人たちがいて、でもその人たちが協力し
合える体制といいますか、それが多分開いていく
ということの意味だと思うんですね。
　だから、プロだけで独占するのは絶対いけない
し、それからアマチュアが協力できないような体
制をつくるのも良くないし、そういうことも含め
てこれからともに生きる、ともに暮らすには、ど
ういうふうな社会をつくり、どういうふうな労働
体系をつくりやっていったらいいのかという、そ
れをやっぱりこちら側から提案できるような力を
こっちがつけていかないと、ほんとに今度のコロ
ナではっきりしたことは、私たちの社会はファシ
ズムに弱いという、それを嘆いているだけでは残
念ですから、やはりそれを超えていけるようなも
のをこれからちょっと時間かかっても、みんなし
ていろんな形で議論したりしながら、見つけてい
かなければいけないというふうに思ってます。
　これで話を終わりにいたします。どうもご静聴
ありがとうございました。
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（司会）

　内山先生、ありがとうございました。せっかく
の機会なので、ご質問等ある方おいでますでしょ
うか。

（会場）

　お話ありがとうございます。１点だけちょっ
とお聞きしたいんですけど、私たち3.11経験して、
そのときに国の政府のほうが、計画停電とかもし
くは直ちに人体に影響はないとか、本来であれば
３ミリシーベルトであったものが年間20ミリシー
ベルトで構わないという、その頃でも、そのとき
も何となく統制的なものを感じてた記憶があるん
ですけども、それと今回のコロナとを比べてみて、
やはりあのときのほうがもう少しきつかったかな
というような記憶があって、今回のほうは人間関
係が、人間が持ってるそのものの根源的な差別的
な要素というのが思いっきり表に出てきてしまっ
たというような感じがして、すごいコロナ禍とい
うのは、人間の問題を浮き彫りにしてしまったと
いうような感じがしてますけど、先生、どんなご
意見でしょうか。

（内山氏）

　3.11のときには、政府のほうに相当の危機感が
あったことは確かです。ただ、あれ以上の対策が
できなかったというふうに思ってもいいです。と
いうのは、本当に安全を考える、つまり少しでも
不安があるものはこの際除いていくということだ

と、ほとんど関東全域を避難させなきゃいけなか
ったわけですね。そうすると、東京首都圏全員避
難ということが現実問題としてできるかというで
すね、そうすると、残念ながらこういう都市形成
をしてしまっているとそれが不可能であるという
ことで、それでかなり濃度の強い地域だけが避難
地域みたいになっていくということであったわけ
です。
　その後、東京でも濃度がどんどん下がったとい
うこともあって、これぐらいだったらまぁがまん
できる範囲じゃないのというようなぐらいにはな
っていくんですけども、ただ、放射能問題という
のはこれもまたよく分からない問題が必ずありま
すし、それからあと個人差の問題があるので、例
えば僕は大丈夫だけどこっちの方はそれでもう被
爆しちゃうとか、そういうことも起きてしまいま
すんで、ほんとにそういう点でよく分からないで
す。
　僕の知りあいで僕よりもうちょっと年上の人な
んですけど、彼は今もう90近いです。その方はお
医者さんなんですけど、広島で被爆してるんです
ね。だから被爆手帳も持ってるんですけど、元気
にお医者さんやってるわけです。ところがそのと
きに一緒に遊んでいた弟さんは20歳ぐらいで白血
病が発症して亡くなってるんですね。それで原因
は原爆による被爆。
　けど、そのお兄さんにあたる人が言うんですけ
ども、ほとんど同じところにいたと。それでしか
も兄弟だから、多少の違いはあるにしても遺伝子
的にも相当似たようなもの、それであと食生活と
かも一緒だから、自分はいい食生活で向こうは粗
末だったとかいうこともないという。それなのに
自分はまだ元気でいて、弟は亡くなったという、
この差が何なのかさっぱり分からないという。
　だから、放射能問題というのはこういう問題が
起きるので、だからほんとに分からない。ただ、
分からない中で、あのときというのは、あれぐら
いしかやりようがなかったんだろうという感じで
はあります。
　僕は数日後に福島のある村で講演会が用意され
ていて、多分極めて小さな講演会になると思いま
すけども、そこは全員退去を求められた村です。
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今、村にもう戻ってきてもいいよというふうにな
っているので、村民は続々戻ってきてると言いた
いところなんですけど、4,000人ぐらいいた村が
今戻ってきてるのが400人ちょっとです。そのう
ちの400人ぐらいは高齢者で、もう仮に被爆して
も自分も歳だしというような、それで最後は自分
の村で暮らして死にたいという、そういう人たち
が400人ぐらい戻ってきていいます。それで若者
といえるのは３、４人しかいない。この状態でこ
の村復活できるんですかという、その若者たちが
企画してる講演会なんですけど、僕としてもかな
りつらい講演会です。そこに行って何か頑張って
やれとか言うわけにもいかないしっていうんで、
ほんとに大変なんですけど。
　だから結局、時間の経緯とともに、そういう形
であの福島問題というのは結局人々が審判したと
いうことなんですね。だから、政府がどうこうは
ともかくとして、やはり原発とは共存できないと
いうことを人々が選択してるということでもある
わけで、だからそれが今ほんとに地域の復興とと
もに目立ってきたっていう、だから津波のほうの
地域はまだどんどん復興してるんですね。やっぱ

りかなり人口は流出してますけれども、だけど、
原発のほうはほんとに大変ですっていうそういう
状況ですね。
　だからそういう中で起きた事故だったけど、今
度のコロナについて言うと、ほんとにもっと質が
悪く、上からの統制がかかり、下からの統制がか
かり、専門家やキャスターやアナウンサーが暗躍
しみたいな、ほんとに今度はファシズムだなって
いう。だから原発のときには、あれが最良だった
んだろうかという、そういう問いかけで済むよう
な気がします。だけど今回は最良を通り越して、
この社会の持ってるやばい面をさらけ出してきた
という、そういう気がしてるという感じですね。

（司会）

　ありがとうございます。貴重なお話いただいた
内山先生に、再度全体の拍手でお礼に代えたいと
思います。どうもありがとうございました。それ
では、以上をもちまして、本日のセミナーを終了
したいと思います。本日はご参加いただき、また
オンラインでのご視聴もいただきました。ありが
とうございました。


